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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】令和3年7月26日(2021.7.26)

【公開番号】特開2020-147486(P2020-147486A)
【公開日】令和2年9月17日(2020.9.17)
【年通号数】公開・登録公報2020-038
【出願番号】特願2019-228647(P2019-228647)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｂ  25/37     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｂ   25/37     　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｌ  101/00     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    3/24     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年6月4日(2021.6.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リン酸タングステン酸ジルコニウム粒子の表面が、Ｚｎ、Ｓｉ、Ａｌ、Ｂａ、Ｃａ、Ｍ
ｇ、Ｔｉ、Ｖ、Ｓｎ、Ｃｏ、Ｆｅ及びＺｒから選ばれる元素（Ｍ）を１種又は２種以上含
有する無機化合物で被覆されている、改質リン酸タングステン酸ジルコニウムであって、
　前記改質リン酸タングステン酸ジルコニウム１ｇを８５℃の水７０ｍＬで１時間加熱処
理し、次いで２５℃に冷却して２４時間静置したときに溶出するリンイオン量が、改質リ
ン酸タングステン酸ジルコニウム１ｇ当たり、１００μｇ以下である、改質リン酸タング
ステン酸ジルコニウム。
【請求項２】
　前記粒子のＢＥＴ比表面積が０．１ｍ２／ｇ～５０ｍ２／ｇである、請求項１に記載の
改質リン酸タングステン酸ジルコニウム。
【請求項３】
　前記粒子の平均粒子径が０．０２μｍ～５０μｍである、請求項１又は２に記載の改質
リン酸タングステン酸ジルコニウム。
【請求項４】
　前記粒子は副成分元素を更に含有する、請求項１ないし３の何れか一項に記載の改質リ
ン酸タングステン酸ジルコニウム。
【請求項５】
　前記無機化合物の被覆量が、前記粒子に対して無機化合物に含まれる元素（Ｍ）として
、０．１質量％～１０質量％である、請求項１ないし４の何れか一項に記載の改質リン酸
タングステン酸ジルコニウム。
【請求項６】
　前記無機化合物が、元素（Ｍ）を含む酸化物及び／又は水酸化物である請求項１ないし
５の何れか一項に記載の改質リン酸タングステン酸ジルコニウム。
【請求項７】
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　前記元素（Ｍ）が、Ｚｎである請求項６に記載の改質リン酸タングステン酸ジルコニウ
ム。
【請求項８】
　更に、粒子表面がカップリング剤で被覆されている、請求項１ないし７の何れか一項に
記載の改質リン酸タングステン酸ジルコニウム。
【請求項９】
　前記カップリング剤が、シラン系カップリング剤又はチタネート系カップリング剤であ
る請求項８に記載の改質リン酸タングステン酸ジルコニウム。
【請求項１０】
　請求項１ないし９の何れか一項に記載の改質リン酸タングステン酸ジルコニウムからな
る負熱膨張フィラー。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の負熱膨張フィラーと、高分子化合物とを含有する高分子組成物。
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